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公開シンポジウム報告

3 月 31 日に「自死・自殺に本気で向きあう」と題した公開シンポジウムを開催しました。

来場者は 112 名。予想以上の方にご参加いただきました。

このシンポジウムは〈死にたい気持ちを抱えた方〉や〈大切な人を自死で亡くした方〉

を大切にする支援とは何かということを一緒に考え、来場者の方が支援の輪に加わってい

ただけるようなきっかけや情報を提供することを目的として開催しました。

行政、法曹、遺族支援の領域で活躍する登壇者を迎え、行政からの具体的な問題提議を

もとに議論をすすめました。それぞれの立場から本音が感じられるような議論が展開し、

身近に感じていただけたと思います。また、行政との連携方法なども提示され、今後の具

体的な活動につながる機会にもなりました。

来場者からは質問用紙を同時に受付けて議論に反映することにより、会場全体に一体感

が生まれていたように思います。また、シンポジウムを通して得た気づきを、付箋に書い

てホワイトボードに貼っていただくなど、参加型の仕掛けにも多くの方にご協力いただき

ました。

シンポジウムの後に、当センターのボランティア説明会を行ったところ、約 30 名の方

にご参加いただきました。このシンポジウムを通して当センターの活動に興味をもってい

ただけたことを実感しました。

シンポジウムでの議論を具体的な支援につなげるのはなかなか難しいですが、今後も諦

めずに継続的に考えていくことが私たちに出来ることなのではないかと思っています。

（N.Y.）

京都府助成事業
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 何が適切かはわからないけど、その人の力を取り上げないことが大事だと思う。

大事にするってどんな事かっていうのを、まずひとり一人が感じられたらいいなと思って

いる。

今、苦しんでいることを誰も知らない孤独の中で、一人で「死にたい死にたい死にたい」

と言っているのではなくて、私は「何々さんは死にたいとおもっていて辛いねんな」「今

日は生きてるかな」そういう事を思う一人でいとこうという風に思っている。

印象に残った言葉

吉田まどか（カウンセリングスペース・リヴ）

適切な支援とは？

公 開 シ ン ポ ジ ウ ム　

居場所とは？

金子久美子（福島れんげの会）

それぞれの思いを感じとる。こうすればオッケーということはないんだと腹をくくってし

まうことが一番大事。

ステレオタイプを作らない。「遺族とはこういうものだ」というような固定観念を自分の

中から取り外す。固定観念は偏見を生むきっかけにもなってしまう。
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生越照幸（弁護士）

わかるのかわからないけど、可能な限り心情を慮る。信頼関係はなかなか出来ない。そう

いうところがないと法律問題まで弁護士がたどり着けない。

「法律の訴訟をすること自体がその人を追い込んでいるのではないか」ということを考え

ますね。

苦悩する人中心の支援

キモチで

通い合う

ことの大切さ

気付きのメモ ※ 一 部 抜 粋

「明日を生きる支援
をする」にとても共
感しました。

タイミングは相談して来られた方にある。

自分の中の固定観念を

いっぺん捨ててみて次

世代につないでいきた

いものを考えてみる

ひとりひとり

個別にみる

楽になりたく
ない人もいる
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参加者へのアンケート

公 開 シ ン ポ ジ ウ ム　

●自分のことを否定しないでって言われただけですごい楽になった

●一人ひとりの人格、環境、状況が違うのだから、偏見、概念をもた

　ず、何が大切かを考えることが大事だということを学んだ。

●この課題をずっとずっと悩み続けてほしい。答えがなくても。

●その人の力を信じて、その人の今の思いに寄り添うことが大切だと

　感じた。

●本日のテーマはなかなか難しくしかも奥深いものがあり今日半日だ

　けでは議論できない・・・

●解決する方法は1つではないことが、よくよくわかりました。

●肩肘をはってがんばらなければならないということではないという

　ことがわかった。

●活動が出来る場所を近くの地域に作っていく事が必要だと感じた。

※一部抜粋
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去る 3 月 15 日に京都市こころの健康増進センターにて開催された自死遺族支援につい

て学ぶ研修会に参加した。今回のテーマは、自死遺児支援についてだった。あしなが育英

会レインボーハウス八木俊介氏、カウンセリングスペース・リヴ吉田まどか氏、こころの

カフェ きょうと石倉紘子氏から、それぞれテーマについての講演があった。

講演の中では、「自分が悪い子だから、親が死んだ」「親に捨てられた」「助けてあげら

れなかった」「死がつねに近くにあり、死にたい」「何か怖いことが、また起こるかもしれ

ない」「幸せになってはいけない」などが遺された子どもの抱える様々な思いとして紹介

された。一つひとつの思いから、いかに生きづらいかが伝わってくる。

親を自死で亡くした子どもの支えになるのに、家族はとても重要である。しかし、遺さ

れた家族間においては、お互いを思いやるからこそ、その思いを口にも出せず、すれ違い、

傷つけ合うこともある。悲しみ方やその回復の速度もそれぞれ違うために、溝を深めてし

まいバラバラになり崩壊してしまう家族も多いようである。そこでは家族調整が必要とな

る。家族は成長し変化する。そこに支援者がどのように関わるかということは、難しい課

題である。関わる時期によっても多様な支援が必要となるからである。

現在行なわれている支援のひとつに「子どもの遊びワーク」というものがある。そこは

〈子どもには子どもの思いがあるということを知る場所〉〈安心して遊べる場所〉〈どう思っ

てもいいと知る場所〉〈誰かの思いを抱えない場所〉〈子どもが安心することで親も安心す

る場所〉〈親が安心することで子どもが安心する場所〉〈子ども同士の会話がある場所〉だ

という。そのような場所は、親を自死で亡くした子どもだけではなく全ての子どもが求め

ている場所ともいえるだろう。

今回の研修会に参加して、大切にしたいのは、やはり〈一人ひとりの気持ち〉だと感じ

た。多様な支援の一つとして Sotto の活動を続けていくことで、〈一人ひとりの気持ち〉

を大切にしたより良い場所づくりを微力ながらお手伝いしたい。それが親を自死で亡くし

た子どもがひとりぼっちにならないためにできることなのではないかと思っている。

（ボランティア 1 期生　Y.K.）

自死遺族支援
について学ぶ研修会

研 修 会 参 加 報 告
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Sotto コメント
新緑の美しい季節となりました。寒暖の差が激しく、着るもの
にも困る毎日です。少し暑いとバスの冷房が効きすぎていたり
…ちょうど良い気候というのは 1 年の中でもなかなか味わえな
いものですね。たまには新緑の庭園を眺めながら、通りすぎる
天然の風を感じてみようかなと思っています。　　　　　（N.Y.）

ご協力にこころより感謝いたします

● 4月期電話相談件数…125 件（無言 13 件、よりそいホットライン担当 44 件を含む）

●相談活動委員会

　グループ研修　4 月 8 日（月）3 名、4 月 18 日（木）7 名

●広報・発信委員会

　委員会会議　4 月 15 日（水）8 名

●グリーフサポート委員会

　語りあう会　4 月 11 日（木）７名　（参加者０名）

今月のことば

 　活動報告
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